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大学 e ラーニング協議会ニューズレター

 

発 行：大学 eラーニング協議会 広報委員会 

委員長：福村 好美（長岡技術科学大学） 

1．大学 e ラーニング協議会・8 大学連携合同 FD/SD フォーラム（ご案内） 

(1)開催場所：創価大学 中央教育棟  

(2)開催期日：2015 年 2 月 20 日（金）～ 21 日（土） （22 日(日) 創価大学 FD フォーラム） 

(3)事例報告の募集 

【スケジュール概要（予定）】 

  2 月 20 日（金） 

 13:00～15:00  大学 eラーニング協議会ワークショップ(2 階 AE257・258・259) 

・Solomon の使い方 

・Moodle 、Mahara の使い方 

 16:30～17:45  施設見学会 

 2 月 21 日（土） 

  9:30～11:30 大学 eラーニング協議会ワークショップ(2 階 AE257・258・259) 

(前日と同じ内容） 

・Solomon の使い方 

・Moodle 、Mahara の使い方 

 11:30～12:45 休憩 （昼食）  

 12:45～13:00 開催校代表挨拶  

 13:00～13:50 基調講演 (未定) 

 14:00～17:20 分科会 1～３ 

・分科会１：事例発表等   

・分科会２：ワークショップ マインドマップの使い方(仮)  

・分科会３：ワークショップ 学生へのアドバイジングの方法(仮) 

 17:30～17:50 全体会、閉会挨拶 

※ 現時点の案であり、当日までに変更される可能性があります。 
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なお、翌日の 2 月 22 日（日）には、創価大学 FD フォーラムを次のとおり開催します。ぜひ、

ご参加ください。 

■創価大学 FD フォーラムの案内 

平成 26 年度「大学教育再生加速プログラム」の採択にともない、フォーラムを開催します。 

・日時：2015 年 2 月 22 日（日）10:30～16:00 （10:00 受付開始） 

・会場：創価大学 中央教育棟   

・テーマ：アクティブ・ラーニングを通じた汎用的能力の育成とその検証 

・内容（予定）： 

10:30～10:40 主催者開会あいさつ 

10:40～12:00 基調講演『学習成果の可視化と教学 IR』(仮) 山形大学 教授 福島真司 氏 

12;00～13:30 休憩（昼食） 

13:30～14:20 基調講演『アクティブ・ラーニングの質的向上と FD の課題』(仮) 

                 国立教育政策研究所 川島啓二 氏 

14:20～14:30 休憩 

14:30～15:30 本学の取組について 創価大学 教授 関田一彦 氏 

15:30～15:50 講師講評 

15:50～16:00 閉会挨拶 

2．総会・フォーラム 2014（ご案内） 

 (1)開催場所：大手前大学さくら夙川キャンパス本館（A 棟） 2 階 A28 教室 

(2)開催期日：2015 年 3 月 13 日（金） 

(3)テーマ：Open Educational Resources の潮流 ～教育のオープン化と著作権～ 

(4)概要：近年、IT を活用した教育サービスを提供する企業「EdTech」の台頭により教育の

オープン化が加速しています｡Coursera や edX などに見られる MOOC（大規模オンライン講

座）は世界的規模で広がりを見せていることから、日本においても日本版 MOOC「JMOOC」

が設立されました。このような教育資源のオープン化が進む一方で我が国においては 2004

年の著作権法改正により教育現場における著作物利用に関する規制が一部緩和されたも

ののインターネットを利用した教育活動においてはまだまだ厳しい制限下に置かれてい

ます。教育のオープン化に拍車がかかる今日、大学はオープン教育リソースの潮流をどの

ように受け止め、活用すべきか、日本の著作権法の現状を踏まえてオープン教育リソース

について皆様と一緒に考える契機となればと存じます。 
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(5)個人発表募集 

例年どおり、個人発表を募集いたします。詳細は本ニューズレター6 ページ「事務局か

らのお知らせ・お願い」および 本協議会 Web サイトをご覧ください。 

(6)会員大学の現状紹介 

大学 e ラーニング協議会会員校の今年度の ICT 活用教育の実施状況について、冊子に

まとめて配布します。 

【スケジュール概要（予定）】 

  3 月 13 日（金） 

  13:00～13:30 総会（会場：本館 2階 A28 教室） 

  13:30～13:40 開催校挨拶 柏木 隆雄氏（大手前大学・学長） 

  13:40～13:50 会長挨拶 穂屋下 茂氏（佐賀大学） 

  13:50～14:35 基調講演ｌ 秋山 卓也氏（文化庁長官官房著作権課課長補佐） 

  14:35～15:20 基調講演２ 重田 勝介氏（北海道大学） 

  15:20～16:00 休憩・企業展示 

  16:00～18:20 事例発表 

  18:20～18:30 閉会挨拶 

  19:00～21:00 情報交換会 

【会場：大阪駅（梅田）周辺を予定しております】 

※ 上記は、現時点の案であり、当日までに変更される可能性があります。 

※ 幹事校については、3月 13 日(金) 11:00～12:00 で幹事校ミーティング（会場：CELL

カンファレンス）を予定しております。 

■同日開催セミナーのご案内 

大手前大学の eラーニング教材制作を行う「株式会社デジタル・エデュケーショナル・

サポート」による、JMOOC 教材制作のセミナーを開催いたします。 

・日時：2015 年 3 月 13 日（金）10:00～11:30 

・会場：大手前大学さくら夙川キャンパス メディアライブラリーCELL001（予定） 

・テーマ：JMOOC 教材の作りかた 

・主催：株式会社デジタル・エデュケーショナル・サポート 
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3．2014 年度第１回幹事校ミーティング・部会ミーティング開催報告 

  大学 eラーニング協議会事務局 

今年度第 1 回幹事校ミーティング・全体ミーテ

ィングは、教育システム情報学会（JSiSE）全国大

会が 9月 10～12日に和歌山大学で開催されるのに

併せて、9月 9日（火）に「県民交流プラザ・和歌

山ビッグ愛」（和歌山市）で開催いたしました。 

幹事校ミーティングでは、まず各部会の活動報

告が行われました。第 1 部会からは、教育システ

ム情報学会全国大会プレカンファレンスの実施に

ついて、第 2 部会と第 3 部会は合同で共通基盤システムを利用した入学前教育の実践方法等を

企画し創価大学での FD フォーラム（8大学連携事業）での発表する計画を報告しました。 

次いで、11 月 13 日（木）に開催された eラーニング Awards2014 公開フォーラムの内容に

ついて産学連携の取組を中心に報告することが決定され、公開フォーラム後に幹事校ミーティ

ングの開催する旨の連絡が行われました。ほか、3 月の大手前大学での総会･フォーラム 2014

について審議が行われました。最後に、加盟申請のあった 4団体の入会も承認されました。 

部会ミーティングでは、部会再編に伴う各部会の活動方針の共有を目的に、各部会で議論が

行われました。 

4．2014 年度 e-Learning Awards2014 公開フォーラム 

  大学 eラーニング協議会事務局 

(1)大学 eラーニング協議会事務局開催フォーラム 

2013 年 11 月 21 日（木）に御茶ノ水・ソラシ

ティカンファレンスセンターにおいて、通算 5

回目となる公開フォーラムを開催しました。前

年度と同様に eラーニング Awards2014 内に併

設する形式で、「大学 e ラーニング協議会にお

ける産学連携の取り組み」をテーマにフォーラ

ムを開催しました。 

フォーラムでは、まず穗屋下茂会長により本

 

第 2・3部会合同ミーティング 

 

穗屋下会長の挨拶 



5 

 

協議会のこれまで、およびこれからの取組についての説明が行われました。その中で、本

協議会として、大学で e ラーニングを推進するには、体制や費用面で負担がかかるため、

これをなるべく低減しなければならないと考えていること。そのためには、大学と企業が

上手に連携しながら、相互にメリットのある形で大学における e ラーニングサービスの向

上を図ることが重要と考えていることが話されました。 

これを踏まえて、協議会としての具体的な事例として、以下の 2 例を紹介しました。 

 大学で作成した教材を企業が活用して詳細なデータ解析サービスを他大学に提供する

事例として、千歳科学技術大学とワオコーポレーションの連携 

 初年次系の教育改革に合わせて英語教材の全学統一化と紙媒体と連動した英語 e ラー

ニングサービスの提供事例として、山梨大学とマクミランランゲージハウスの連携 

本フォーラムには大学、企業関係者約 80 名の参加があり、50 分間という限られた時間で

はありましたが、盛会のうちに終了いたしました。 

(2)大学 eラーニング協議会加盟校開催フォーラム 

2014 年 11 月 13 日、ｅラーニングアワード 2014 にて、金沢大学の森祥寛助教と金沢電子

出版の佐藤伸平社長の二人は、「大学教職員間の教育に関する「語らいの場」の創設」と

いうタイトルで講演を行いました。ここでは両者の共同研究の中で出てきた人材活用に関

する取組「ｅ教育サロン」について紹介し、今後の高等教育機関における人材活用の在り

方を提案しました。 

このサロンは、大学教職員が気軽に集まれる場所を金沢大学角間キャンパス内インキュ

ベーション施設３階の一室に作り、そこでお茶を飲みながら、現在抱えている教育等に関

する問題等を世代や所属、立場を超えて話しあうものです。 

サロンに参加しているのは、金沢大学教職員と、金沢大学を定年退職或いは異動された

教職員の方々です。サロン参加者が抱いている教育に対する想いや問題等を共有し、解決

に向けて話し合い、行動できないかを模索するための場の形成について紹介しました。ま

た定期的に行っている勉強会やシンポジウムについても紹介しています。 

講演は、会場をほぼ満員とする程の参加者がおり、このような場の形成や人材活用のア

プローチに対する興味や関心の高さを感じました。講演終了後も、一部の大学関係者から

自分たちも同様の事を行いたいとの話をもらい、まずまずの成果があったように思いま

す。なお、ｅ教育サロンでは Facebook（https://www.facebook.com/edusalon）での情報発

信をしています。 
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5．2014 年度第 2 回幹事校ミーティング開催報告 

  大学 eラーニング協議会事務局 

2014 年 11 月 13 日 15 時より、東京工業大学キャンパス・イノベーションセンターにて、

本年度第 2回幹事校ミーティングを開催しました。2015 年 2 月 20 日（金）～22 日（日）に

創価大学で開催される FD/SD フォーラム（8大学連携事業・大学 eラーニング協議会合同企

画）の内容について審議しました。また、2015 年 3 月 13 日（金）に大手前大学で開催され

る総会・フォーラムの内容について審議しました。 

FD/SD フォーラムでは 8 大学連携事業の事例発表を中心に募集し、総会・フォーラムでは

加盟校の初年次系・共通基盤系の発表、オープンエデュケーションの発表、システム寄りの

発表を中心に募集します。今回は、実践事例だけでなく、前年度・今年度に新規加盟校とな

った大学に「eラーニング導入・実践において、抱えている問題点や解決したいこと」があ

れば発表してもらい、議論することも検討しています。 

6．事務局からのお知らせ・お願い 

■「総会・フォーラム 2014」における研究発表・事例発表の募集について 

総会・フォーラム 2014 において、各加盟大学での e ラーニング実践に関する発表を募

集します。今年度の総会・フォーラムのテーマは「Open Educational Resources の潮流～

教育のオープン化と著作権～」です。そこで、加盟大学の皆様には、オープンエデュケー

ションを切り口とし、JMOOC やコンテンツの無償公開などの実践についての事例発表をお

願いいたします。 

また、別セッションとして、近年新たに加盟された大学やこれから新たな取り組みを始

めようとされている大学のご紹介を兼ねて、現在大学が抱えておられる悩みや直面されて

いる課題などを共有できる発表もあわせて募集します。 

現在先進的な取り組みをされている大学でも、ここに至るまでには様々な課題を乗り越

えてこられた経験をされています。フォーラムや情報交換会での活発な議論につながるリ

アルな悩みや課題の発表をお待ちしております。 

募集期間：2014 年 12 月 01 日（月）～12 月 23 日（火） 

募集テーマ：セッション A「eラーニング推進の課題・悩み」（10 分×6校程度） 

セッション B「オープンエデュケーション・その他」（15 分×6校程度） 

募集要項：発表タイトル（40 字以内）、発表内容要旨（200 字以内）を発表申込先まで 

メールで送付 
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その他：今年度の総会・フォーラムは 2015 年 2 月 20 日（金）～22 日（日）に創価大学 

で開催される「大学間連携共同教育推進事業フォーラム」との連動企画 

発表していただく方には、2015 年 1 月 16 日（金）締め切りで、総会フォーラム当日配

布予定の資料集用に原稿（A4 で 2～4 枚。セッション A は 1 枚でも可）を提出していただ

きます。原稿フォーマットについては、後日お知らせいたします。 

■「総会・フォーラム 2014」の基調講演に向けた質問の募集について 

基調講演をお願いしております文化庁長官官房著作権課課長補佐 秋山様のご厚意に

より、著作権に関する課題や質問について講演内で取り上げていただく予定をしておりま

す。各加盟大学で直面されている著作権に関わる悩みをぜひお寄せください。 

発表申込および原稿送付・基調講演質問送付先 

大学 eラーニング協議会 代表幹事校 大手前大学（担当 西尾） 

email: uela2014@googlegroups.com 

TEL：(0798)32-5035 

■「総会・フォーラム 2014」における各大学 e ラーニング現況報告の提出について 

例年どおり、総会･フォーラム配布資料として、加盟大学における e ラーニング現況報

告をお願いいたします。つきましては、簡単な報告書を提出していただきますので、加盟

校の皆さんは必ず提出をお願いいたします。別途事務局よりお願いいたします。 

■皆様からの情報をお寄せ下さい 

加盟大学主催のフォーラム等の案内を当協議会ホームページ上に掲載いたします。掲

載を希望する大学は事務局までご連絡下さい。 

   また加盟大学の皆様が学会等で表彰を受けられたニュース等もニューズレターに掲載 

  いたしますので、情報がございましたら是非お寄せください。 

■新規加盟大学（2014年9月以降） 

  ・福岡女学院大学 

・工学院大学 

・株式会社 デジタル・エデュケーショナル・サポート 

・NPO法人 サイバー・キャンパス・コンソーシアムTIES 
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事務局：佐賀大学 全学教育機構 穗屋下研究室内 

〒840-8502 佐賀市本庄町 1 番地 

FAX：0952-20-4731 E-mail：uela_offices@googlegroups.com 

Web：http://www.uela.org/ 

 


